
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体に超音波を送受信し、前記被検体の断層像と血流動態とを表示する超音波診断装
置において、
　前記断層像上の所望の位置に前記血流動態の表示領域を設定する表示領域設定手段と、
　前記表示領域設定手段によって設定される前記表示領域の移動時に、前記断層像上の前
記表示領域内の輝度レベルを前記表示領域外の輝度レベルに対して相対的に調整して強調
する輝度調整手段と、
　
　
　

　を備え、
ことを特

徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
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前記断層像全体の平均輝度値を算出する平均輝度値算出手段と、
前記表示領域内の断層像の平均輝度値を算出する領域内平均輝度値算出手段と、
前記平均輝度値算出手段により算出された前記断層像全体の平均輝度値が設定輝度範囲

より低いときは、前記領域内平均輝度値算出手段により算出される平均輝度値が、前記被
検体の断層像と血流動態とを表示する表示部で表示可能な最大出力輝度値の半値になるよ
うに前記表示領域内の断層像の輝度値を補正し、前記断層像全体の平均輝度値が前記設定
輝度範囲より高いときは、前記断層像全体の輝度値を低くすると共に、前記表示領域内の
断層像に輝度値を加算して輝度値を高くするように補正する輝度値補正手段と、

　前記輝度調整手段は、前記輝度値補正手段による補正に基づく輝度調整を行う



　前記 のレベル情報を格納する輝度レベル格納手段を
備えたことを特徴とする請求項１記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、被検体の超音波像と血流動態とを同時に表示可能な超音波診断装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、生体内に超音波パルスを照射することにより、生体組織から反射される反射波
を受信して、生体断層像を得る超音波診断装置がある。また、近年では、被検体内の生体
断層像以外に、運動している反射体の運動速度により反射波の周波数が偏移するドプラ効
果を利用して、被検体内の血流動態を観察するドプラ機能が設けられた超音波診断装置も
ある。
【０００３】
このような超音波診断装置では、被検体内の超音波断層像（Ｂモード画像）と血流動態画
像（カラーフロー画像）とを超音波画像として同時に表示することで、被検体内で観察し
ている血流動態がどの位置によるものなのかを容易に認識させることが可能となる。
【０００４】
ここで、カラーフロー画像は、超音波を送受信した際のドプラ効果を利用して動態（ここ
では血流動態とする）の移動方向を検出し、例えば、超音波探触子へと向かう動態を赤色
で、超音波探触子から遠ざかる動態を青色で色づけすることにより生成される。そして、
このカラーフロー画像をＢモード画像に重畳して表示することで、術者は、Ｂモード画像
上の血管内の血流の動きに対応する流速を捉えることができる。また、近年では、超音波
探触子に対する移動方向によらず、動態を表す超音波信号の強度に対応して色づけを行う
パワードプラと呼ばれる表現方法もあり、このパワードプラ法により生成されたカラーフ
ロー画像をＢモード画像に重畳して表示することで、術者に血流動態を認識させる技術も
開発されている。以下において、カラーフロー画像とは、パワードプラ法によるものも含
めた広義のものとする。
【０００５】
ところで、超音波診断装置において、カラーフロー画像を抽出する際には、同一音線上に
超音波信号を複数回繰り返して送受信する必要があり、Ｂモードの走査領域と同じ大きさ
で被検体内を走査すると、フレームレートが遅くなり、移動体としての血流の観察が困難
となる場合があった。このため、カラーフロー画像はＢモード画像上の特定の表示領域（
ドプラＲＯＩ）のみに限定的に表示されることが一般的であり、術者は、観察したい血流
動態がある場合には、Ｂモード画像上の表示領域を移動させる必要がある。この場合、上
述のようにカラーフロー画像を得るには同一音線上に超音波信号を複数回送受信する必要
があり、このような送受信走査を関心領域を移動させながら行うことは困難である。従っ
て、表示領域の移動操作中において、カラーフロー画像の生成は中断されることが一般的
である。
【０００６】
また、超音波診断装置においては、一般に、Ｂモード画像上に重畳したフルカラー画像の
視認性を向上するため、これらの画像の輝度が個別に調整可能となっている。一般には、
カラーフロー画像を詳細に観察するため、例えば特許文献１に開示されているように、カ
ラーフロー画像とＢモード画像を同時に表示する際には、Ｂモード画像は輝度値を下げて
表示される。さらに、特許文献１には、原データよりも狭く調整された輝度のダイナミッ
クレンジをモニタ上でもとに戻すためのコントラスト調整手段が開示されている。
【０００７】
一方、例えば、特許文献２には、Ｂモード画像の輝度値を基準として、カラーフロー画像
の輝度を階調変換することで視認性を向上させる技術が開示されている。
【０００８】
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輝度値補正手段で加算される輝度値



【特許文献１】
特公平８－２７６０９号公報
【０００９】
【特許文献２】
特公平８－２７６０８号公報
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述の特許文献１に開示された技術のように、カラーフロー画像の視認性
向上を目的としてＢモード画像の輝度値を下げた場合、表示領域の移動中に表示されてい
るＢモード画像の輝度が極端に低く、術者にとって、適切な関心領域にカラーフロー画像
の表示領域を位置決めすることが困難な場合がある。これに対処し、関心領域を移動させ
る前に、コントラスト調整手段等を操作することで、表示領域移動時におけるＢモード画
像の視認性を向上させることも考えられるが、このような操作を術者に要求することは、
操作の煩雑化を招く。
【００１１】
一方、上述の特許文献２に開示された技術のように、Ｂモード画像の輝度値を調整しない
場合であっても、Ｂモード画像上の関心領域の輝度が周囲に比べて極端に低い場合等には
、適切な関心領域にカラーフロー画像の表示領域を位置決めすることが困難な場合がある
。
【００１２】
本発明は上記事情に鑑みてなされたもので、Ｂモード画像上でカラーフロー画像の表示領
域を移動させる際の操作性や視認性に優れた超音波診断装置を提供することを目的とする
。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するため、 超音波診断装置は、被検体に超音波を送
受信し、前記被検体の断層像と血流動態とを表示する超音波診断装置において、前記断層
像上の所望の位置に前記血流動態の表示領域を設定する表示領域設定手段と、前記表示領
域設定手段によって設定される前記表示領域の移動時に、前記断層像上の前記表示領域内
の輝度レベルを前記表示領域外の輝度レベルに対して相対的に調整して強調する輝度調整
手段と、

を備え、
。

【００１６】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。図面は本発明の第１の実施の形態
に係わり、図１は超音波診断装置の概略構成を示す機能ブロック図、図２は画像処理部の
機能ブロック図、図３は表示領域移動時のＢモード画像を示す説明図である。
【００１７】
図１において符号１００は被検体内の断層像（Ｂモード画像）と血流動態（カラーフロー
画像）とを超音波画像として同時に表示可能な超音波診断装置を示し、この超音波診断装
置１００は、超音波プローブ１と、送信部２と、受信部３と、Ｂモード合成部４と、ドプ
ラ処理部５と、画像処理部６と、コントローラ７と表示部８と、操作部９とを有して構成
されている。
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本発明の請求項１の

前記断層像全体の平均輝度値を算出する平均輝度値算出手段と、前記表示領域内
の断層像の平均輝度値を算出する領域内平均輝度値算出手段と、前記平均輝度値算出手段
により算出された前記断層像全体の平均輝度値が設定輝度範囲より低いときは、前記領域
内平均輝度値算出手段により算出される平均輝度値が、前記被検体の断層像と血流動態と
を表示する表示部で表示可能な最大出力輝度値の半値になるように前記表示領域内の断層
像の輝度値を補正し、前記断層像全体の平均輝度値が前記設定輝度範囲より高いときは、
前記断層像全体の輝度値を低くすると共に、前記表示領域内の断層像に輝度値を加算して
輝度値を高くするように補正する輝度値補正手段と 前記輝度調整手段は、前記輝
度値補正手段による補正に基づく輝度調整を行う



【００１８】
超音波プローブ１は、送信部１から入力される超音波送信信号に基づいて超音波パルスを
被検体内へと送信すると共に、被検体内で反射された超音波エコーを受信して電気信号に
変換し、変換した電気信号を受信部３に出力する。
【００１９】
送信部２は、コントローラ７から入力されるタイミング信号等に基づいて所定方向への超
音波送信信号を順次生成し、生成した超音波送信信号を超音波プローブ１へと出力する。
ここで、送信部２では、コントローラ７からの指示に応じて、例えば、Ｂモード用の超音
波送信信号やドプラ用（カラーフロー用）の超音波送信信号が適宜生成される。
【００２０】
受信部３は、超音波プローブ１から入力される電気信号等に基づいて所定方位の音線に沿
った受信信号を形成し、形成した受信信号をＢモード合成部４或いはドプラ処理部５に出
力する。この場合、受信部３で形成された受信信号は、Ｂモード用の超音波パルスに基づ
くものである場合にはＢモード合成部４に出力され、ドプラ用の超音波パルスに基づくも
のである場合にはドプラ処理部５に出力される。
【００２１】
Ｂモード合成部４は、受信部３から入力される受信信号を包絡線検波して音線上の個々の
反射点でのエコー強度を表す信号（Ａスコープ信号）を生成し、このＡスコープ信号の各
瞬時の振幅をそれぞれの輝度値とするＢモードデータを形成する。
【００２２】
一方、ドプラ処理部５は、受信部３から入力される受信信号を直交検波して偏移周波数成
分を持ったドプラ信号を取り出す。そして、ドプラ処理部５は、ドプラ信号をデジタル変
換した後、ＭＴＩフィルタ（ moving target indication filter）処理することで高周波
成分（血流成分）だけを抽出したドプラ信号を得る。さらに、ドプラ処理部５は、血流成
分だけとなったドプラ信号を周波数解析して血球による偏移周波数を求め、この偏移周波
数に基づいて血流速度とその分散及び主に血流量を反映しているパワーとをサンプル点毎
に演算して、血流イメージのカラーフローデータ（ドプラデータ）を形成する。
【００２３】
画像処理部６は、Ｂモード合成部４から入力されるＢモードデータ、及びドプラ処理部５
から入力されるドプラデータを格納するとともに、格納した各データをコントローラ７か
らの制御信号に応じて適宜読み出し、１フレーム毎の画像データを構築する。そして、画
像処理部６は、ルックアップテーブル等を参照して、構築した画像データをＲＧＢ等の色
信号に変換し、これをＤ／Ａ変換した後、表示部８に出力する。この結果、表示部８には
、白黒のＢモード画像やＢモード画像を背景像としたカラーフロー画像等の超音波画像が
表示される。
【００２４】
コントローラ７は、上述の各部を統括的に制御するもので、操作部９を通じた術者からの
各種の指示や予め設定された格納情報等に基づいて、超音波の送受信、表示、各種演算等
の処理の管理や変更を行う。
【００２５】
ここで、操作部９は図示しないカーソルキーやトラックボール等を有して構成されており
、術者によるカラーフロー画像の表示領域（以下、ドプラＲＯＩともいう）の設定や移動
操作が行われるようになっている。すなわち、コントローラ７及び操作部９は、表示領域
設定手段としての機能を有する。そして、コントローラ７は、例えば術者によるトラック
ボール等の操作に基づいてカラーフロー画像の移動操作を検出し、カラーフロー画像の移
動操作検出中は、カラーフローデータの生成を中断させるとともに、画像処理部６を通じ
て、ドプラＲＯＩの移動処理を行う。すなわち、コントローラ７は、領域移動検出手段と
しての機能を有する。
【００２６】
次に、図２を参照して、画像処理部６の詳細な構成について説明する。
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図２に示すように、画像処理部６は、ドプラデータメモリ１０と、Ｂモードデータメモリ
１１と、表示領域画像強調処理部１２と、表示領域メモリ１３と、輝度レベル向上値メモ
リ１４と、読み出し制御部１５と、画像混合部１６とを有して構成されている。
【００２７】
ドプラデータメモリ１０は、ドプラ処理部５で生成されたドプラデータを一時的に格納す
る。このドプラデータメモリ１０に格納されたドプラデータは、読み出し制御部１５を通
じたコントローラ７からの指示に基づいて適宜読み出されるようになっており、読み出さ
れたドプラデータは、画像混合部１６へと出力されるようになっている。
【００２８】
Ｂモードデータメモリ１１は、Ｂモード合成部４で生成されたＢモードデータを一時的に
格納する。このＢモードデータメモリ１１に格納されたＢモードデータは、読み出し制御
部１５を通じたコントローラ７からの指示に基づいて適宜読み出されるようになっており
、読み出されたＢモードデータは表示領域画像強調処理部１２へと出力されるようになっ
ている。
【００２９】
表示領域画像強調処理部１２は、輝度調整手段としての機能を有し、Ｂモードデータメモ
リ１１から読み出されたＢモードデータに対して必要に応じて所定の輝度調整を行う。そ
して、このＢモードデータは画像混合部１６へと出力されるようになっている。例えば、
表示領域画像強調処理部１２は、Ｂモード画像を背景像としてカラーフロー画像を重畳表
示する表示モードの選択時において、術者によるドプラＲＯＩの移動操作が行われた場合
には、表示領域メモリ１３から現在のドプラＲＯＩ情報を読み出すとともに、輝度レベル
向上値メモリ１４から輝度レベル向上値αを読み出し、Ｂモードデータ上のドプラＲＯＩ
内の各輝度値に対して輝度レベル向上値αを加算する。そして、このようにドプラＲＯＩ
内の輝度値が加算処理されたＢモードデータは、画像混合部１６へと出力される。
【００３０】
表示領域メモリ１３は、表示領域記憶手段としての機能を有し、Ｂモード画像上に重畳表
示されるカラーフロー画像の表示領域情報（すなわち、ドプラＲＯＩ情報）を格納する。
このドプラＲＯＩ情報で規定されるドプラＲＯＩは、操作部９を通じた術者の操作に応じ
て適宜移動可能となっており、表示領域メモリ１３は、ドプラＲＯＩの移動時には、格納
されているドプラＲＯＩ情報を逐次更新する。
【００３１】
輝度レベル向上値メモリ１４は、輝度レベル格納手段としての機能を有し、輝度レベル向
上値α（輝度のレベル情報）を格納する。この輝度レベル向上値αは、操作部９を通じた
術者の操作に応じて適宜変更可能となっており、輝度レベル向上値メモリ１４は、輝度レ
ベル向上値αの変更操作時には、格納されている輝度レベル向上値αを逐次更新する。
【００３２】
画像混合部１６は、ドプラデータメモリ１０から入力されるドプラデータや、Ｂモードデ
ータメモリ１１から表示領域画像強調処理部１２を通じて入力されるＢモードデータに基
づいて１フレーム毎の画像データを構築し、構築した画像データをＲＧＢ等の色信号に変
換し、これをＤ／Ａ変換した後、表示部８に出力する。
【００３３】
上述の構成による超音波診断装置１００において、Ｂモード画像上のドプラＲＯＩにカラ
ーフロー画像を重畳表示する表示モードの選択時に、術者による操作部９の操作に基づい
てコントローラ７がドプラＲＯＩの移動操作を検出すると、コントローラ７は、送信部２
等を制御してドプラ用超音波送信信号の生成等を中断する。
【００３４】
その際、コントローラ７は、術者による操作部９の操作状態に応じて、表示領域メモリ１
３内のドプラＲＯＩ情報を逐次更新するとともに、輝度レベル向上値メモリ１４内の輝度
レベル向上値αを逐次更新する。
【００３５】
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また、コントローラ７は、画像処理部６の読み出し制御部１５を通じた制御により、ドプ
ラデータメモリ１０からのドプラデータの読み出しを禁止し、Ｂモードデータメモリ１１
からのＢモードデータの読み出し制御のみを行う。さらに、コントローラ７は、表示領域
メモリ１３及び輝度レベル向上値メモリ１４からのドプラＲＯＩ情報及び輝度レベル向上
値αの読み出し制御を行う。
【００３６】
Ｂモードデータメモリ１１から読み出されたＢモードデータが表示領域画像強調処理部１
２に入力されると、表示領域画像強調処理部１２は、Ｂモードデータ上におけるドプラＲ
ＯＩ内の各輝度値に対して輝度レベル向上値αを加算する。そして、表示領域画像強調処
理部１２で輝度調整が行われたＢモードデータは画像混合部１６に出力され、表示部８を
通じてモニタ表示される。
【００３７】
これにより、図３に示すように、術者は、ドプラＲＯＩ内の輝度値が周囲よりもα分だけ
強調されたＢモード画像を観察しながら、ドプラＲＯＩの移動操作を行うことができる。
【００３８】
すなわち、ドプラＲＯＩが周囲よりも強調されることにより、術者は、Ｂモード画像上の
関心領域を良好な視認性で確認しながら、所望の位置にドプラＲＯＩを設定することがで
きる。
【００３９】
次に、図４乃至図６は本発明の第２の実施の形態に係わり、図４は画像処理部の機能ブロ
ック図、図５，６は表示領域移動時のＢモード画像を示す説明図である。なお、本実施の
形態においては、画像処理部６の構成が上述の第１の実施の形態と主として異なる。その
他、同様の構成については、同符号を付して説明を省略する。
【００４０】
図４に示すように、画像処理部６は、上述のドプラデータメモリ１０、Ｂモードデータメ
モリ１１、表示領域画像強調処理部１２、表示領域メモリ１３、輝度レベル向上値メモリ
１４、読み出し制御部１５、及び、画像混合部１６とに加え、ドプラＲＯＩ平均輝度値算
出部１７と、Ｂモード全体平均輝度値算出部１８と、輝度値補正部１９と、輝度値メモリ
２０とを有して構成されている。
【００４１】
ドプラＲＯＩ平均輝度値算出部１７は、Ｂモードデータメモリ１１から読み出されたＢモ
ードデータと、表示領域メモリ１３から読み出されたドプラＲＯＩ情報に基づいて、ドプ
ラＲＯＩ内の平均輝度値を算出する。そして、算出されたドプラＲＯＩ内の平均輝度値は
、輝度値補正部１９に出力されるようになっている。
【００４２】
Ｂモード全体平均輝度値算出部１８は、Ｂモードデータメモリ１１から読み出されたＢモ
ードデータに基づいて、Ｂモードデータ全体の平均輝度値を算出する。そして、算出され
たＢモードデータ全体の平均輝度値は、輝度値補正部１９に出力されるようになっている
。
【００４３】
輝度値補正部１９は、輝度値補正手段としての機能を有し、Ｂモード全体平均輝度値算出
部１８で算出されたＢモードデータ全体の平均輝度値が設定輝度範囲β外の輝度レベルに
あるとき、Ｂモードデータ全体或いはドプラＲＯＩ内のＢモードデータの平均輝度値を所
定輝度レベルに補正するための補正値を設定する。
【００４４】
ここで、設定輝度範囲βは、例えば、図５（ａ），図６（ａ）に示すように、表示部８で
表示可能な最大出力輝度値（Ｍａｘ）の半値（平均出力輝度値Ａｖｅ）を中心とする所定
輝度範囲に設定されている。そして、輝度値補正部１９は、Ｂモードデータ全体の平均輝
度値が低値側で設定輝度範囲β外となるとき、例えば、Ｂモードデータ全体の平均輝度値
を平均出力輝度値Ａｖｅに補正するための補正値を設定する。また、輝度値補正部１９は
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、Ｂモードデータ全体の平均輝度値が高値側で設定輝度範囲β外となるとき、例えば、表
示領域画像強調処理部１２で補正されるドプラＲＯＩ内のＢモードデータの平均輝度値を
平均出力輝度値Ａｖｅに補正するための補正値を設定する。
【００４５】
輝度値メモリ２０は、輝度値記憶手段としての機能を有し、ドプラＲＯＩ平均輝度値算出
部１７で算出されたドプラＲＯＩ内の平均輝度値情報と、Ｂモード全体平均輝度値算出部
１８で算出されたＢモードデータ全体の平均輝度値情報とを適宜格納する。
【００４６】
上述の構成による超音波診断装置１００において、Ｂモード画像上のドプラＲＯＩにカラ
ーフロー画像を重畳表示する表示モードの選択時に、術者による操作部９の操作に基づい
てコントローラ７がドプラＲＯＩの移動操作を検出すると、コントローラ７は、送信部２
等を制御してドプラ用超音波送信信号の生成等を中断する。
【００４７】
その際、コントローラ７は、術者による操作部９の操作状態に応じて、表示領域メモリ１
３内のドプラＲＯＩ情報を逐次更新するとともに、輝度レベル向上値メモリ１４内の輝度
レベル向上値αを逐次更新する。
【００４８】
また、コントローラ７は、画像処理部６の読み出し制御部１５を通じた制御により、ドプ
ラデータメモリ１０からのドプラデータの読み出しを禁止し、Ｂモードデータメモリ１１
からのＢモードデータの読み出し制御のみを行う。さらに、コントローラ７は、表示領域
メモリ１３及び輝度レベル向上値メモリ１４からのドプラＲＯＩ情報及び輝度レベル向上
値αの読み出し制御を行う。
【００４９】
そして、Ｂモードデータメモリ１１からＢモードデータが読み出されると、ドプラＲＯＩ
平均輝度値算出部１７でドプラＲＯＩ内のＢモードデータの平均輝度値が算出されると共
に、Ｂモード全体平均輝度値算出部１８でＢモードデータ全体の平均輝度値が算出される
。
【００５０】
さらに、ドプラＲＯＩ内のＢモードデータの平均輝度値及びＢモードデータ全体の平均輝
度値が算出されると、算出されたＢモードデータ全体の平均輝度値に基づき、輝度値補正
部１９で、必要に応じて、Ｂモードデータ全体或いはドプラＲＯＩ内のＢモードデータに
対する補正値が設定される。なお、各算出部１７，１８で算出されたドプラＲＯＩ内のＢ
モードデータの平均輝度値及びＢモードデータ全体の平均輝度値は輝度値メモリ２０に格
納される。
【００５１】
そして、表示領域画像強調処理部１２は、輝度値補正部１９で補正値が設定されている場
合には、この設定値を加味した輝度調整を行う。
具体的には、例えば、Ｂモードデータ全体の平均輝度値が低値側で設定輝度範囲β外であ
るとき（図５（ａ）参照）、輝度値補正部１９でドプラＲＯＩ内のＢモードデータに対す
る補正値が設定される。そして、表示領域画像強調処理部１２は、上記補正値に基づいて
ドプラＲＯＩ内の平均輝度値が平均出力輝度値Ａｖｅとなるよう輝度調整を行う（図５（
ｂ）参照）。
【００５２】
また、例えば、Ｂモードデータ全体の平均輝度値が高値側で設定輝度範囲β外であるとき
（図６（ａ）参照）、輝度値補正部１９でＢモードデータ全体に対する補正値が設定され
る。そして、表示領域画像強調処理部１２は、上記補正値に基づいてＢモードデータ全体
の平均輝度値が平均出力輝度値Ａｖｅとなるよう輝度調整を行うとともに、輝度調整され
たＢモードデータ中のドプラＲＯＩ内の各輝度値に対して輝度レベル向上値αを加算する
（図６（ｂ）参照）。
【００５３】
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このような実施の形態によれば、上述の第１の実施の形態で得られる効果に加え、ドプラ
ＲＯＩ内のＢモード画像を適正な輝度レベルで強調することができるという効果を奏する
。
【００５４】
すなわち、Ｂモードデータの輝度が全体的に低く、輝度レベル向上値αを加算してもドプ
ラＲＯＩ内のＢモード画像が鮮明に表示することが困難であると予測される場合には、ド
プラＲＯＩ内の平均輝度値が平均出力輝度値Ａｖｅとなるよう輝度調整を行うことにより
、ドプラＲＯＩ内のＢモード画像を適正な輝度レベルで強調することができる。
【００５５】
　一方、Ｂモードデータの輝度が全体的に高く、輝度レベル向上値αを加算した際のドプ
ラＲＯＩ内のＢモード画像が最大出力輝度値Ｍａｘを越えることが予測される場合には、
Ｂモードデータ全体を低輝度側に輝度調整するとともに、輝度調整されたＢモードデータ
中のドプラＲＯＩ内の各輝度値に対して輝度レベル向上値αを加算することにより、ドプ
ラＲＯＩ内のＢモード画像を適正な 度レベルで強調することができる。
【００５６】
なお、上述の各実施の形態は、Ｂモード画像上のドプラＲＯＩにカラーフロー画像を重畳
表示する表示モードの選択時に、Ｂモードデータの各輝度値に所定のゲイン定数を乗算し
て当該輝度値を全体的に所定量だけ低下させる処理を行う超音波診断装置にも適用可能で
あることは勿論である。
【００５７】
（付記項１）
被検体に超音波を送受信し、前記被検体の断層像と血流動態とを表示する超音波診断装置
において、
前記断層像上の所望の位置に前記血流動態の表示領域を設定する表示領域設定手段と、
前記表示領域設定手段による前記表示領域の移動を検出する領域移動検出手段と、
前記領域移動検出手段による前記表示領域の移動検出時に、少なくとも前記表示領域内の
輝度レベルを調整して前記表示領域内の断層像を強調する輝度調整手段とを備えたことを
特徴とする超音波診断装置。
【００５８】
（付記項２）
上記表示領域設定手段で設定される表示領域情報を記憶する表示領域記憶手段を備えたこ
とを特徴とする付記項１記載の超音波診断装置。
【００５９】
（付記項３）
前記断層像全体の平均輝度値を算出する平均輝度値算出手段と、
前記表示領域内の断層像の平均輝度値を算出する領域内平均輝度値算出手段と、
前記断層像全体の平均輝度値が設定範囲外の輝度レベルにあるとき、前記断層像全体の平
均輝度値或いは前記表示領域内の断層像の平均輝度値を所定輝度レベルに補正するための
補正値を設定する輝度値補正手段とを有し、
前記輝度調整手段は、前記表示領域内の輝度レベルの調整時に、前記補正値に基づく補正
を行うことを特徴とする付記項１または付記項２に記載の超音波診断装置。
【００６０】
（付記項４）
前記平均輝度値算出手段で算出された前記断層像全体の平均輝度値と、前記領域内平均輝
度値算出手段で算出された前記表示領域内の断層像の平均輝度値とを記憶する輝度値記憶
手段を備えたことを特徴とする付記項３記載の超音波診断装置。
【００６１】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、断層像上で血流動態の表示領域を移動させる際の操
作性や視認性を向上することができる。
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【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係わり、超音波診断装置の概略構成を示す機能ブロ
ック図
【図２】同上、画像処理部の機能ブロック図
【図３】同上、表示領域移動時のＢモード画像を示す説明図
【図４】本発明の第２の実施の形態に係わり、画像処理部の機能ブロック図
【図５】同上、表示領域移動時のＢモード画像を示す説明図
【図６】同上、表示領域移動時のＢモード画像を示す説明図
【符号の説明】
７　…　コントローラ（表示領域設定手段）
９　…　操作部（表示領域設定手段）
１２　…　表示領域画像強調処理部
１３　…　表示領域メモリ（表示領域記憶手段）
１４　…　輝度レベル向上値メモリ（輝度レベル格納手段）
１７　…　ドプラＲＯＩ平均輝度値算出部（領域内平均輝度値算出手段）
１８　…　Ｂモード全体平均輝度値算出部（平均輝度値算出手段）
１９　…　輝度値補正部（輝度値補正手段）
１００　…　超音波診断装置
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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